
広域機関ルール策定（変更含む）のプロセス 平成２７年５月２９日

※広域機関ルールとは、電力広域的運営推進機関の業務規程・送配電等業務指針を指す。

※業務規程・送配電等業務指針以外の事項（細則・要領等）についても、必要に応じ本プロセス

に準ずる。

※検討状況を踏まえ、作業会等を適宜設置する。

※会員その他の事業者の事業活動に重大な影響を及ぼさない場合については、意見募集等を省略

する（送配電等業務指針の意見募集は必須）ことがある。

総会の決議

（指針は報告）
理事会の決議

評議員会の審議

（指針の軽微変更を除く）

認可申請

（指針の軽微変更は届出）
（認可） 公表

検討開始の必要性判断
広域機関が必要性を判断

✓広域機関が業務遂行に際し必要と認めるとき

✓会員等からの提案（随時受付け）に対して必要と認めるとき

ルール文（案）作成
広域機関による原案の作成

✓関係先への適宜ヒアリング

意見募集（ルール文（案））
ルール文（案）の公表

✓意見募集

✓結果公表

課題検討
広域機関による課題の検討

✓関係先への適宜ヒアリング

✓検討状況の適宜公表（意見の受付）

“必要と判断”


